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じしんは，あさ，ひる，よるの　いつ　おこるか　わかりません。
じしんを　しり，じしんが　おきても　あわてない　ことが　たいせつ
です。

阪
はん

神
しん

・淡
あわ

路
じ

大
だい

しんさい 

1995（平
へい

成
せい

7）年
ねん

1月
がつ

17日
にち

東
ひがし

日
に

本
ほん

大
だい

しんさい
2011（平

へい

成
せい

23）年
ねん

3月
がつ

11日
にち

関
かん

東
とう

大
だい

しんさい
1923（大

たい

正
しょう

12）年
ねん

9月
がつ

1
つい

日
たち

よる あさ よるひる

あさの
6時

じ
ひるの
12時

じ
ゆうがたの
6時

じ

（写真提供　人と防災未来センター） （写真提供　国立科学博物館） （写真提供　東松島市）

●ごぜん 11時
じ

58分
ふん

●ごぜん 5時
じ

46分
ぷん

●ごご 2時
じ

46分
ぷん

まだ　みんな
ねている ころね。

じしんの　あとに
つなみが　きたよ。

じしんで　火
か

さいが
おこったんだね。

76

災害について知る

生　活生　活 1年1年

じしんが　おきても
あわてない



（写真提供　神戸新聞社）

ゆれている　あいだは　

むりに　うごかない

ゆれが　きたら　

あたまを　まもる

あぶない　ところから　

はやく　はなれる

じしんの　ときは，おちついて　こうどうしましょう。

学
がっ

校
こう

でも　いえでも　まちでも，きほんは　おなじです。

お さない は しらない し ゃべらない も どらない

ひなんする　ときの　やくそく

かいだんでは しじが　きこえる
ように

にもつを　とりに

1110

自分の身は自分で守る

防災訓練防災訓練 1年1年

じしんの　ときの　こうどう



ソーラーパネル

プール

ゆうどうとう

びちくそうこ

ひじょうかいだん

ガスもれたん知
ち

き

火
か

さいほう知
ち

き

A
エー

E
イー

D
ディー

しょう火
か

せん

しょう火
か

き

ぼう火
か

とびら

たいしんほきょう

きんきゅうほうそうせつび

地
じ

しんなどの　
さいがいの　ときは，
学
がっ

校
こう

が　ひなんじょに　
なるんだよ。

どうして　校
こう

しゃの　上
うえ

に　
プールが　あるんだろう？

どこに　何
なに

が　あるか，
よく　知

し

っておこう。

1514

公の助けを得る

生　活生　活 1,2年1,2年

いのちを　まもるものを　
さがしに　いこう



きゅうに水
みず

がふえる
　2008（平

へい

成
せい

20）年
ねん

７月
がつ

28日
にち

，大
おお

雨
あめ

がふり，神
こう

戸
べ

市
し

をながれる
「都

と

賀
が

川
がわ

」の水
みず

かさが，いっきにふえました。

空
そら

がくらくなってきた

川
かわ

の水
みず

がふえだした

雨
あめ

がふりだした

川
かわ

の水
みず

がすごくふえて，ながれがはげしくなった

前
まえ

が見
み

えないほどの雨
あめ

に
なった

きけんぼうしのかんばんや回
かい

てんとう

	川
かわ

のきけんを知
し

らせるかんばん 	ひなんゆうどうかんばん
	大
おお

雨
あめ

を知
し

らせる回
かい

てんとう

午
ご

後
ご

2時
じ

20分
ぷん

午
ご

後
ご

2時
じ

42分
ふん

午
ご

後
ご

2時
じ

50分
ぷん

午
ご

後
ご

2時
じ

36分
ぷん

午
ご

後
ご

2時
じ

40分
ぷん

「しあわせはこぼう」（神
こう

戸
べ

市
し

教
きょう

育
いく

委
い

員
いん

会
かい

）を参
さん

考
こう

に作
さく

成
せい

（写真提供　神戸市建設局）

ゆうほどうが水
みず

に
かくれてしまったね。

黒
くろ

い雲
くも

やかみなりの音
おと

が，
大
おお

雨
あめ

のサインよ。
水
みず

べからは，はなれようね。

自
じ

分
ぶん

のいるところに雨
あめ

が
ふっていなくても，川

かわ

の
水
みず

がきゅうにふえること
があるんだね。

マンホールから　
水
みず

があふれる

こうか下
した

に　
水
みず

がたまる

水
みず

がたまって
いるところには　
近
ちか

づかない

ぞう水
すい

した
水
すい

ろはさける

橋
はし

の下
した

で雨
あま

やどりを
しない

2120

災害について知る

防災訓練防災訓練 2年2年

あっというまにすごいながれ



１９９５（平
へい

成
せい

７）年
ねん

１月
がつ

１７日
にち

午
ご

前
ぜん

５時
じ

４６分
ぷん

，

淡
あわ

路
じ

島
しま

をしんげんに，大
おお

地
じ

しんが起
お

きました。当
とう

時
じ

，

だれもけいけんしたことのないような大
おお

きなゆれが起
お

き，

日
にっ

本
ぽん

ではじめてしん度
ど

7がてきようされました。

しん度
ど

とゆれ

0 1 2 3 4 75弱
じゃく

5強
きょう

6弱
じゃく

6強
きょう

　地
じ

しんが起
お

きると地
じ

面
めん

がたてや横
よこ

に大
おお

きくゆれます。ゆれ方
かた

の強
つよ

さを
「しん度

ど

」といい，０から７までの
数
すう

字
じ

で表
あらわ

します。
　地

じ

しんのゆれは，しんげん地
ち

から
まわりに広

ひろ

がっていきます。

屋
おく

内
ない

にいる人
ひと

のほとんど
がゆれを感

かん

じる。

たいしんせいのひくいたて
物
もの

は，かたむくものやたお
れるものが多

おお

くなる。

人
ひと

がゆれを感
かん

じない。 たなの食
しょっ

きが落
お

ちたり，
こ定

てい

していない家
か

具
ぐ

がた
おれたりする。

おき物
もの

がたおれることがある。

３
４

４

５

４ ４

４

３

３

広島

岡山 大阪
姫路

奈良

京都豊岡

高知

和歌山

しんげん地

名古屋

金沢

４
４

４
４

４ ５
３３
４

４

６

６

４
４

４

３

３
３

３

４
４

４

５
４

４

４

３

３

３×

おおさかおかやま

ひろしま

とよおか

ひめ じ

こう ち

かなざわ

な　ら

わ  か やま

ち

な　ご　や

きょう と

こ定
てい

していない家
か

具
ぐ

のほとんどが
い動

どう

し，たおれるものが多
おお

くなる。
立
た

っていることがこんなんになる。

しん度
ど

７の地
ち

いき

野
の

島
じま

断
だん	そう

層

しんげん地
ち

	こわれたビル（神
こう

戸
べ

市
し

兵
ひょう

庫
ご

区
く

）

	やきつくされた住
じゅう

たく地
ち

（神
こう

戸
べ

市
し

長
なが

田
た

区
く

）

	横
よこ

だおしになった
阪
はん

神
しん

高
こう

速
そく

道
どう

路
ろ

神
こう

戸
べ

線
せん

（神
こう

戸
べ

市
し

東
ひがし

灘
なだ

区
く

）

	こわれた駅
えき

（阪
はん

急
きゅう

伊
い

丹
たみ

駅
えき

）

	たおれてこわれたみん家
か

（淡
あわ

路
じ

市
し

野
の

島
じま

蟇
ひきの

浦
うら

）

	教
きょう

室
しつ

前
まえ

のろうか
（芦

あし

屋
や

市
し

立
りつ

朝
あさ

日
ひ

ヶ
が

丘
おか

小
しょう

学
がっ

校
こう

）

	地
じ

すべり（西
にしの

宮
みや

市
し

仁
に

川
がわ

百
ゆ

合
り

野
の

町
ちょう

）

阪
はん

神
しん

・淡
あわ

路
じ

大
だい

しんさいの
各
かく

地
ち

のしん度
ど

地
じ

しんのゆれと広
ひろ

がり方
かた

（2006年
ねん

5月
がつ

19日
にち

阪
はん

神
しん

・淡
あわ

路
じ

大
だい

震
しん

災
さい

について［確
かく

定
てい

報
ほう

］消
しょう

防
ぼう

庁
ちょう

） 神
こう

戸
べ

市
し

の震
しん

度
ど

計
けい

は震
しん

度
ど

６を記
き

録
ろく

したが，		気
き

象
しょう

庁
ちょう

が被
ひ

害
がい

状
じょう

況
きょう

の現
げん

地
ち

調
ちょう

査
さ

を行
おこな

い，
一
いち

部
ぶ

の地
ち

域
いき

を震
しん

度
ど

７と認
にん

定
てい

した。（阪
はん

神
しん

・淡
あわ

路
じ

大
だい

震
しん

災
さい

の概
がい

要
よう

　内
ない

閣
かく

府
ふ

） （写真提供　神戸新聞社）

（写真提供　神戸新聞社）

（写真提供　神戸新聞社）

（写真提供　神戸新聞社）

（写真提供　神戸新聞社）

（写真提供　神戸新聞社）

2524

災害について知る

防災訓練防災訓練 3年3年

大地しんがきた大
おお

地
じ

しんが　きた



ういて助
たす

けを待
ま

とう
　む理

り

に泳
およ

ごうとせず，ういて助
たす

けを待
ま

つことが大
たい

切
せつ

です。

	着
ちゃく

衣
い

泳
えい

のじゅ業
ぎょう

（姫
ひめ

路
じ

市
し

立
りつ

的
まと

形
がた

小
しょう

学
がっ

校
こう

）

　東
ひがし

日
に

本
ほん

大
だい

しんさいでは，つ
波
なみ

に流
なが

されながらあおむけに
なって力

ちから

をぬき，ういている
ことで，助

たす

かった人
ひと

がいます。

	2011年
ねん

7月
がつ

6
む い か

日　神
こう

戸
べ

新
しん

聞
ぶん

朝
ちょう

刊
かん

夏
なつ

休
やす

みなどに，池
いけ

や川
かわ

の近
ちか

くで遊
あそ

ぶのはたいへんきけんなの

でやめましょう。ここでは，服
ふく

を着
き

たまま水
みず

に落
お

ちてしまっ

たときのため，「着
ちゃく

衣
い

泳
えい

」について学
まな

びます。

池
いけ

や川
かわ

に落
お

ちた人
ひと

を見
み

つけたら，
まわりの助

た す

けをよびましょう。
（写真提供　神戸新聞社）

（提供　神戸新聞社）

ペットボトルをかかえ
ていると，長

なが

くういて
いられるよ。

あわてないことが
大
だい

事
じ

だよ。

くつも水
みず

に
うくんだね。

助
たす

けをよぶと同
どう

時
じ

に，
うくものを投

な

げこむと
いいんだね。

○ 大
だい

の字
じ

であおむけのしせいになり，
　 体

からだ

の力
ちから

をぬく

○ 服
ふく

やくつはぬがない

○ 手
て

をふって助
たす

けをよばない

○ 大
おお

きな声
こえ

を出
だ

さない

うきつづけて
待

ま

つポイント

2928

自分の身は自分で守る

体　育体　育 3年3年

「泳ぐ」より「うく」「泳
およ

ぐ」より「浮く」



阪
はん

神
しん

・淡
あわ

路
じ

大
だい

しんさいのひなん所
じょ

でのルールれい

室
しつ

内
ない

で火
ひ

を

使
つか

ってはいけません。

トイレは大
だい

べんのみバケツの

水
みず

で流
なが

してください。

放
ほう

送
そう

は夜
よる

10時
じ

で

終
しゅう

りょうします。

電
でん

気
き

は夜
よる

10時
じ

に

切
き

ります。

ペットは，校
こう

しゃ内
ない

に

入
い

れてはいけません。

高
こう

れい者
しゃ

，しょうがいのある人
ひと

へ

気
き

配
くば

りしてください。

兵
ひょう

庫
ご

をおそった大
おお

地
じ

しんの後
あと

，人
ひと

々
びと

は，ひなん所
じょ

で知
し

らない人
ひと

ときょう同
どう

で生
せい

活
かつ

し，水
みず

や食
た

べ物
もの

などが自
じ

由
ゆう

に手
て

に入
はい

らない生
せい

活
かつ

を送
おく

りました。そんなとき，人
ひと

々
びと

は，やくそくや決
き

まりを守
まも

り，おたがいにゆずり合
あ

って行
こう

動
どう

しました。その行
こう

動
どう

を全
ぜん

国
こく

や

世
せ

界
かい

の人
ひと

たちがほめたたえました。

（写真提供　産経新聞社）

阪
はん

神
しん

・淡
あわ

路
じ

大
だい

しんさいのときの
ルールは，その後

ご

も各
かく

地
ち

の
ひなん所

じょ

でも使
つか

われているんだよ。

3332

共に生きる

学級活動学級活動 3年3年

助け合って生活するために助
たす

け合
あ

って生
せい

活
かつ

するために



住
じゅう

みんが抜
ぬけ

山
やま

伝
でん

説
せつ

を知
し

っていたことが
命
いのち

を守
まも

りました。
下
しも

三
み

方
かた

小
しょう

学
がっ

校
こう

では今
いま

でも山
やま

つ波
なみ

集
しゅう

会
かい

を
開
ひら

き，伝
でん

説
せつ

を語
かた

りついでいます。

宍粟市一宮町に つたわ宍粟市一宮町に つたわ宍粟市一宮町に つたわ宍粟市一宮町に つたわ
し そう いちの みや ちょうし

る抜山伝説る抜山伝説る抜山伝説る抜山伝説
ぬけ やま でん せつ

宍粟に伝わる抜山伝説宍粟に伝わる抜山伝説

読んでみよう
よ

1976（昭
しょう

和
わ

51）年
ねん

9月
がつ

13日
にち

，

台
たい

風
ふう

17号
ごう

のえいきょうで，宍
し

粟
そう

市
し

一
いちの

宮
みや

町
ちょう

はそう雨
う

りょうが637mmにもなっていました。

そのために一
いちの

宮
みや

町
ちょう

福
ふく

知
ち

地
ち

区
く

，生
い

栖
ぎす

地
ち

区
く

に

またがる「抜
ぬけ

山
やま

」の一
いち

部
ぶ

が

山
やま

くずれを起
お

こし，

一
いっ

家
か

6人
にん

が生
い

きうめに

なりました。

学
がっ

校
こう

のスピーカーからの

よびかけや，住
じゅう

みんの声
こえ

かけで，みんなはいっせいに

ひなんしました。

山
やま

のしゃ面
めん

にきれつが入
はい

り，

山
やま

がすべり落
お

ちるようにくずれ出
だ

しました。

大
おお

きな山
やま

つ波
なみ

は，山
やま

のふもとにあった

やく40戸
こ

の家
いえ

やようち園
えん

などを

のみこみました。

3階
かい

だての下
しも

三
み

方
かた

小
しょう

学
がっ

校
こう

は

やく60mほどおし流
なが

され，

校
こう

しゃのほとんどが土
つち

にうも

れてしまいました。

きけんです

すぐに消
しょう

ぼうだんや住
じゅう

みんが

かけつけて，きゅう出
しゅつ

作
さ

業
ぎょう

を

行
おこな

い，3人
にん

をきゅう出
しゅつ

しまし

た。のこる3人
にん

のそうさくを

ひっ死
し

で行
おこな

っていました。

きゅう出
しゅつ

作
さ

業
ぎょう

を見
み

守
まも

っていた地
ち

いきの

人
ひと

たちは，昔
むかし

からこの地
ち

区
く

につたわる

「抜
ぬけ

山
やま

伝
でん

説
せつ

」のことが，とても気
き

に

なっていました。

そのとき，山
さん

ちょう

近
ちか

くの木
き

が数
すう

本
ほん

たおれました。

こ
こ
ら
は
な
、

昔む
か
し

に
大お

お

き
な
山や

ま

く
ず
れ
が

あ
っ
て
な
、
そ
れ
か
ら

「
抜ぬ

け

山や
ま

」
と
よ
ば
れ
る 

よ
う
に
な
っ
た
ん
よ
。

だ
い
じ
ょ
う
ぶ

か
な
…

い
そ
げ
！

あ，あ……

は
よ
に
げ
！

や
っ
ぱ
り

　
抜ぬ

け
た
！

も
っ
と
大お

お

き
な

山や
ま

く
ず
れ
が

起お

こ
る
か
も
…

あ
っ
！！

あ
ぶ
な
い
！

　 

に
げ
ろ
！！

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が

昔む
か
し「

山や
ま

が
抜ぬ

け
た
」っ

て
言い

っ
て
た
な
ぁ
…

早
はや

くにげてください！

山
やま

が
　 抜

ぬ

けるぞ！

はようにげ〜！

	1976年
ねん

9月
がつ

14日
にち

　神
こう

戸
べ

新
しん

聞
ぶん

（写真提供　宍粟市）
（写真提供　神戸新聞社）

4544



こころをケアする

学級活動学級活動 1〜3年1〜3年

ねむれない

悲
か な

しくて何
な に

も
したくない

思
お も

い出
だ

してつらい
いらいらする

頭
あたま

やおなかが
いたくなる

これはだれにでも起
お

こる，
自
し

ぜんなことなんだよ。

4948

悲しい気持ち,　こわい気持ち悲
かな

しい気
き

も
も

ち， こわい気
き

も
も

ち



こころをケアする

学級活動学級活動 1〜3年1〜3年

こうするとリラックスできるよ だれかに話
は な し

をしてみようだれかに話をしてみよう

友
とも

だちに話
はなし

をしてみよう

おうちの人
ひと

に話
はなし

をしてみよう

先
せん

生
せい

に話
はなし

をしてみよう

手
て

をぎゅっとにぎって！

手
て

をぎゅっとにぎって
かたをぐっと上

あ

げて！

手
て

をぎゅっとにぎって，
かたもぐっと上

あ

げて，顔
かお

を
鼻
はな

の中
ちゅう

心
しん

にぐっとよせて

ふわっと力
ちから

をぬく！

ふわっと力
ちから

をぬく！

ふわっと力
ちから

をぬく！

111

113

115 116

112

114

大
おお

きく息
いき

をすって，
はくだけでも，気

き

持
も

ちと
体
からだ

が楽
らく

になるね。
話
はなし

をすると，
気
き

持
も

ちが
軽
かる

くなるね。

5150


